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■城下町松本の成り立ち
　松本の地は古くから畿内と東国を結ぶ交通の要衝で、
平安時代には国府がおかれ信濃国の政治の中心地とな
り、優れた文化がいち早く伝えられていました。鎌倉時
代には小笠原氏が信濃の守護として進出していました。 
　戦国時代には、武田氏の支配を経て、天正10年（1582）
に小笠原貞慶が「深志」を「松本」と改め、城下町整備
に着手しました。天正18年に豊臣秀吉の命により石川
数正・康長父子が赴き、康長は天守造営（1593～94）と城
郭経営、城下町造りを進めました。
　城下町は天守を取り巻く三重の堀の外側、善光寺街道
沿いに町人町（親町三町・枝町十町・二十四小路）があ
り、その周辺に寺社が配置されるなどの町割りが計画的
に行われ、水野氏時代の享保年間（1716～35）まで、約
150年かけて完成しました。

■五つの街道と城下町の繁栄
　「松本城下の町広く、大通り十三街、町数凡四十八
丁、商家軒をならべ当国第一の都会にて、信府と称す、
相伝ふ牛馬の荷物一日千駄附入て、また千駄附送ると
ぞ、実に繁昌の地也」（『善光寺道名所図会』天保14年・
1843完成）のとおり、松本は多くの街道が交わり、中馬
などの物資輸送の拠点であり、宿場町として大勢の人や
文化、情報が行き交う信濃国一番の繁栄ぶりでした。
　善光寺参拝の人々に利用され、物資や文化の交流に重
要な「善光寺街道」、岡田町を通り保福寺峠を越えて上
田から江戸に向かう「保福寺街道」、野麦峠を越えて飛
騨鰤が入る「野麦街道」、糸魚川までの「塩の道」でなじ
み深い「千国街道」、松本と塩尻間の高島藩五千石の地
域を通る「五千石街道」が、松本藩領を通る主な五つの
街道でした。
　また、水上輸送として松本と信州新町までを結ぶ犀川
通船は、天保3年（1832）から始まり、昭和12年（1937）の
国道整備まで続きました。この船便は、犀川から女鳥羽
川に入り新橋（白板）まで乗り入れ、一度にたくさんの荷
物を運べる強みを生かしていました。上りは楮・麻・
塩・薪炭など、松本からは米穀類・藍・

たばこ

莨・綿・油粕・
押絵雛・竹細工などが運ばれていました。
　町家中心の城下町は、商品流通の拡大とともに財力を
蓄えた商家が力を発揮するようになりました。松本藩の
藩主は７代23人で、幕末期の町の人口は約15,000人、筑
摩郡と安曇郡の藩領全体では約12万人でした。この地
域、いわゆる旧松本藩領には今でも似かよった文化が伝
わっています。

■城下町から近代都市への変革
　明治維新は激動期でした。廃藩置県により松本藩は
松本県から筑摩県、長野県へと、わずかな間に大きな
動きがありました。城郭の破却や堀の埋め立て、廃仏
毀釈による寺の廃止や火災などもあり、城下町の姿は
一変しました。一方、郵便・電信電話や交通手段の発
達、蚕糸業の発展などから新しい町が広がり、松本城
下町は近代都市への歩みを始めます。
■天守は残った！
　明治4年（1871）の廃藩置県により
不要となった城郭は、櫓や門などが
破却、翌年には松本城天守が競売に
かけられ、235両で落札されました。
下横田町副戸長であった市川量造は
博覧会開催の建言を提出して、天守
を産業振興のために活用しようと有志と奔走、本丸広
場を会場に開催し、その収入で天守を買い戻しまし
た。市川らの将来を見据えたこのできごとは、現在の
松本にとって特筆すべきことでした。

■「開智町」
　明治3年（1870）の
廃仏毀釈で、164寺の
うち124寺が廃寺とな
りましたが、その多
くは学校校舎に転用
されました。松本は
江戸時代から教育を
重んじる気風が強く、藩校「崇教館」で学んだ藩士の子
弟の中に「信濃の国」の作詞者・浅井洌もいます。町中
には、庶民の師弟が学ぶ寺子屋も数多くありました。

　廃寺となった戸田家菩提寺全久院跡に開智学校が開校
し、明治9年（1876）には文明開化の象徴でもある擬洋風
建築の校舎が完成し、のちに西側数戸が「開智町」と命
名されました。昭和39年（1964）に開智小学校が新築移転
し、国重要文化財旧開智学校校舎も移転復元されると、
「開智」町は移転先の町名となり親しまれています。
■「商都」蚕糸のまち
　松本周辺は、すでに江戸時代末期には養蚕・製糸が
盛んでした。明治23年（1890）に片
倉清水製糸場が設立されると、片倉
を中核とした蚕糸業（機械製糸）の
発展により、日ノ出町・蚕玉町など
の新たな町ができました。明治35年
（1902）の鉄道開通と松本駅前周辺

の整備は、蚕糸業の繁栄をさらに促進し新しい商圏が形
成され、「商都松本」は隆盛を極めました。片倉初代所
長の今井五介は、日本銀行松本支店の誘致や信濃鉄道
（JR大糸線）の経営など松本の経済発展・教育などに
も大きく貢献しました。
■松本のまちは、屋根のないまるごと博物館
　城下町松本は、近代を迎えて約１５０年のあいだ、
都市の近代化と時代の流れのなかで、有形・無形を問
わず、多くの宝物を失ってしまいました。しかし、城
下町らしさをのこす「町割り」とその「町名」は、今
でもほぼそのままです。町のあちこちにたつ「旧町名
標識」（旧町名碑）には、かつての町の由来や状況が記
され、これを目にすると、積み重ねられた歴史の重さ
を感じることできます。「住居表示に関する法律」（昭和
37年）により新町名─住居表示─となってからも、
「旧町名」は長いあいだ使われ、生きてきた身近な文
化財─松本まるごと博物館の大切な「たからもの」─と
いえます。

江戸時代から伝わる文化

【城下町の繁栄】
　265年も続いた江戸時代は戦いのない比較的安泰で庶民の文化が栄えた時代でした。城下町松本は、松本藩の中心
地で交通の要所でもあり、信濃国一番の商都でもありました。

たばこ

莨 ・麻・紙などの特産物は全国に販売され、本町・
中町には様々な問屋や商店が軒を連ね、東町は旅籠屋が建ち並んで賑わいをみせていました。また、豊富な湧き水
を利用した

かみす

紙漉き・紺屋（染物）・酒屋・豆腐屋・味噌屋などが多数ありました。市内には今も名残をとどめる文化
が続いています。

天神祭り
深志神社の例祭・天神祭りは、松本の夏を代表
する風物詩です。16町会の舞台は、城下町の繁
栄を祈る町人たちの誇りと心意気が示され、宵祭
りに境内に引きこまれます。舞台保存会により舞
台の修復はもとより、舞台囃子などの伝承もなさ
れています。（松本市重要有形民俗文化財）

三九郎
正月の松飾りを集め、豊作や無病息災などを予
め祝う、道祖神とかかわりのある小正月の火祭
りです。「三九郎」という呼び名は松本地方独
特のもので、この火で繭玉を焼いて食べると腹
を病まないなどといわれます。

七夕人形　
旧松本市域の七夕行事の特色は、七夕人形を
飾ることです。初子の成長を願って贈られた人
形を飾り、笹飾りのほかに、餡やきな粉をまぶし
たホウトウを供え、食べます。現在、月遅れの七
夕の季節になると、中心市街地の商店街では
多くの七夕人形が飾られ、新たな年中行事が生
まれています。

ぼんぼん
先祖の霊を慰める行事といわれ、女の子たちが
頭に花を飾り浴衣で提灯を手にして、「ぼんぼん
とても今日明日ばかり」と歌いながら町内を歩き
ます。（松本市重要無形民俗文化財）

青山様　
城下町から広がった男の子たちの行事といわ
れ、「青山様だい、わっしょいこらしょ」と掛け声
をかけ、杉の葉を盛り、そこに幟を立てた神輿を
担ぎ、各家から集めた賽銭でお楽しみ会などを
開きます。（松本市重要無形民俗文化財）

あめ市
「敵に塩を送る」の故事に基づき、正月の市始
めに塩や飴が売られたのが始まりといわれます。
各町内で市神様を祀り、現代でも子どもたちが
出店を作ってダルマや飴を売る松本の冬の風
物詩です。

松本手まり
江戸時代に松本藩の武家の子女を中心に身
近な玩具として手作りされたのが始まりといわれ
ます。木綿の白糸で球形を作り地割りをしてから
色糸で模様にします。現在、松本の土産品とし
ても人気があります。

押絵雛
押絵雛は江戸時代に全国各地で作られました
が、松本では江戸時代末期頃に武家の子女が
作り始めたといわれます。明治に入ると、松本の
特産品としても知られるほど制作が盛んになり
ました。

みすず細工
すず竹(篠竹)を編んで作る生活用品で、かつて
は松本地方の特産品として明治30年代にピー
クを迎えました。生産者の多くは農閑期の農家
で、行李・文庫・丸鞄などが作られ、製品の７割
近くが輸出されたようです。
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新築当時の開智学校

【受け継ぎ伝えたい文化】
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